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ヒトメタニューモ
ウイルスとは？？

ヒトメタニューモウイルス（ human  metapneumovirus : hMPV）は、
2001年にオランダで発見されたウイルスです。聞きなれない名前で
すが、インフルエンザウイルスやRSウイルスに次いで多い、呼吸器疾
患の原因ウイルスのひとつです。
感染すると、発熱や咳、鼻水といった風邪の症状を起こします。ひど
くなると気管支炎や肺炎を起こすこともあります。
感染力はとても強く、咳のしぶきを吸い込んだり（飛沫感染）、手指
についたウイルスが体に入ることによって（接触感染）、感染します。
流行時期は3月～6月とされており、生後数ヵ月から5歳くらいの乳幼
児がかかることが多いですが、大人にも感染します。
小児の呼吸器感染症の5～10%、大人の呼吸器感染症の2～4%は、
ヒトメタニューモウイルスが原因と考えられています。とくに乳幼児や
高齢者では重症化することもあり、注意が必要です。

ヒトメタニューモウイルス感染後の潜伏期間は4～6日間くらいで、は
じめは発熱や咳、鼻水など風邪の症状を訴えます。ひどくなると、の
どから「ゼイゼイ」、「ヒューヒュー」といった呼吸音が聞かれることが
あり（喘鳴）、呼吸困難を起こす場合もあります。
咳は1週間程度、発熱は4～5日程度続くことが多いようです。細菌と
同時に感染してしまうこともあり、なかなか熱が下がらなかったり、
中耳炎を起こすこともあります。
ヒトメタニューモウイルスに感染しても、多くは1週間程度で症状は治

まります。しかし、一回の感染では十分な
免疫が獲得できないため、繰り返し感染す
ることがあるといわれています。
年齢が上がるにつれて徐々に免疫がつき、
症状は軽くなる傾向があるようです。

01 ヒトメタニューモ
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ヒトメタニューモ
ウイルスの診断法

ヒトメタニューモウイルスの診断方法としては、鼻から採った検体
（鼻腔ぬぐい液や鼻腔吸引液）やのどから採った検体（咽頭ぬぐい
液）から、ウイルスそのものを直接検出する方法が最も確実とされて
いますが、特別な設備や機器が必要で、時間もかかります。
ウイルスの遺伝子を検出する方法も精度の高い診断法ですが、やはり
特別な装置が必要なため、外来でも簡単に検査できる迅速診断キッ
トが使われるようになってきました。
迅速診断キットの検査結果と併せて、患者の年齢や病気の経過・症
状、レントゲン所見や他の検査結果など
から、医師が総合的に判断します。

ヒトメタニューモウイルス感染症の多くは風邪の症状から始まります
が、他にも同じような症状を起こすウイルスや細菌があり、見た目だ
けでは区別がつきません。
原因を特定することで症状の予測ができ、治療方針を決める上でも、
迅速診断キットは有用とされています。
迅速診断キットにより、病気の原因を知ることができるため、家族に
とっても、また医師にとっても安心につながると考えられます。

03 迅速診断キットの
有用性04
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ヒトメタニューモ
ウイルス感染症の治療

ヒトメタニューモウイルスに効くおくすりはありません。特別な治療
法はないため、症状に応じた対症療法が基本となります。
細菌の感染（二次感染）が見られる場合は、抗菌薬が処方されるこ
とがあります。また、症状に応じて、薬剤吸入などの治療が行われる
こともあります。
時間が経てば自然に治ることが多いですが、症状が重い場合には、
入院して治療する場合もあります。
まずは、呼吸困難と飲み物や食べ物を摂れなくなることによる脱水症に
注意して、心配な場合には早めに医療機関を受診してください。

ヒトメタニューモウイルス感染症に特別な予防法はありません。感染
経路はインフルエンザなどと同じですので、普段から手洗いやうがい
を励行し、また充分な睡眠と栄養を摂ることが重要です。
流行している時期や、家族に患者がいる場合には、マスクをすること
も効果的です。

05 ヒトメタニューモ
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